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新年明けましておめでとうございます。良いお正月をお迎えになりましたでしょうか。 

今年の冬も寒さが厳しく、春の訪れを待ち望む今日この頃です。 

学園では、大学等の入試が始まります。将来を担う若者たちの未来が、昭和女子大学の教育を経て

大きく広がることを祈念しております。 

                       

■新年挨拶   会長 横井千香子 

午年に天駆ける飛躍を願って！   

東京オリンピック開催が決まった 2020年に昭和女子大学は創立 100周年を迎えます。光葉同窓会

は 50 周年に 3 年前の 47 周年です。学園の発展に寄与するためにも 7～10 年後を見据えて、同窓会

行事の総会、幹事会、全国支部会など 1つひとつ見直して工夫し、変革して参ります。又、ワーキン

グネットワークも小学校教職員、中学・高校教職員、ビジネス、「食」関連と 4つのネットワーク活

動を軌道に乗せて、同窓生のネットワークを広げていきたいと考えます。 

光葉同窓会が一層飛躍できますよう、皆様のご協力・ご支援をお願いいたします。 

 

■同窓会だより  

 ●みかん狩り 12月12日に昭和女子大学東明学林でみかん狩りを開催しました。参加者は22名

で、冬晴れの中、みかん狩りをした後にお弁当を広げ、学生時代の東明学林での学寮研修の懐

かしい想い出に花を咲かせました。 

 ●キムチづくり教室 12月17日に昭和女子大学4号館1階調理室で池田文江氏（1961年 初等教

育学科卒）を講師にキムチ作り教室を開催しました。参加者は22名で、作ったキムチやチャプ

チェ・スープなどで美味しい昼食をいただき、楽しい会となりました。 

 ●合同ワーキングネットワークご案内 

昭和女子大学前副理事長の前原金一氏をお迎えして、「女性と仕事」についてご講演をいただき

ます。講演の後、前原氏を囲んで、フリートークの時間（小学校教職員ワーキングは、別室で激

励会）を設ける予定です。皆様お誘い合わせの上ご出席くださいますようご案内申し上げます。 

 

 

日 時：2014年 3月 30日（日）13：00～15：30 

場 所：昭和女子大学 学園本部館 3階大会議室および中会議室 

  第 1部 講演会   13：00～14：10 

    「女性と仕事 ～女性はもっと活躍できる～」 

     前原 金一氏（昭和女子大学前副理事長、経済同友会副代表幹事・専務理事） 

   第 2部 14：20～15：20 

・フリートーク   前原氏を囲んで 意見交換会 

         ・小学校教職員ネットワークは、春からの教員生活スタートに向けて～激励会 

参加費：500円(一般)  学生は無料 

 



■広げよう光の葉 

   松山 正子さん     1956年 短期大学部英文科卒業 

 

『生まれて初めての寮生活について』 

 昭和２９年昭和女子大学英文科入学の為、私は学内にある敷島寮に入寮致しました（他に

富士・葵・桂・橘寮あり）。当時は今の学園内に校舎、寮舎が一緒に建っていてすべて木造

でした。寮での生活は、畳 6帖と 4.5帖のお部屋があり、ルームメイトは、５名か３名だっ

たと！！ 

規則は厳しく、6時起床、夕方門限は 5時でしたが、夏はまだまだ西日カンカンでお部屋

の中は暑く、また冬はしんしんと冷える中廊下の端に 1台だけあるガスコンロで、炭をおこ

し、お部屋にこれも一つしかない火鉢で暖を取っていました。トイレは水洗でなく、洗濯は

タライに洗濯板と言う今の生活からでは考えられえない事ばかりでしたが、当時は、この生

活が普通だと思っています。それぞれのお部屋訪問時には、ドアをノックし“ごめんあそば

せ”と申します。そして廊下は走らない、これはすべての寮生に行き渡っている事ですが、

後のあの大火で証明（？）される事になりました（昭和 30年 3月 1日）。私達は期末テスト

を前に一応勉強の為、遅くまで起きていましたが、窓の外が赤いのに気が付き開けてびっく

り。でも寮内は特別大きな音、声もなく、私自身、大声を出したり、廊下を走った記憶もな

いのですが、しばらくして、お集りの鐘が鳴り“火事です”と知らされました。当日のお当

番さんが、寮監室をノックし“ごめんあそばせ、火事でございます”と申したどうです。そ

して“火事が燃えていらっしゃいます”とも云ったそうですが、この言葉は、保坂先生のお

言葉だったとも言われています。夜中のしかも寮を備える女子大の火事とあって、世間様は

いろいろ想像した様でしたが寮生達は、キチットした服装であまり取り乱す事なく、校庭で

自然にお互い手をつなぎ一つの大きな輪を作り、燃え落ちる校舎を見守っていた事を今でも、

はっきり覚えております。朝になり大講堂に寮生が集められ、非常に立派だったと、あの人

見圓吉先生よりお褒めのお言葉を頂きました。 

規則、対人関係等両親から離れての生活で厳しい事柄は多々ありましたが、現在 78 歳に

なる私の人間形成に大なり小なり役立っている事は確かでございます。 

 最後になりましたが燃えた建物は、中高の校舎だったと記憶しています。そして、女性の

先生お一人が犠牲になられ、学葬が行われました。卒業後５６～５７年、年月が経過してお

りますが、あの大火災は強烈な印象で私の心に残っています。 

End 

 

 

 

 

 

 



☰ ☷ 2014 年 1 月～3 月の運勢 ☲ ☳ 

           

新年明けましておめでとうございます。 

昨年も強力な台風の来襲や水害、土砂災害といった自然災害の多い癸巳（みずのとみ）の年でした。皆

様にはいかかお過ごしの 1 年でしたでしょうか。 

今年は甲午（きのえうま）、甲は頑で妥協しない樹木の性質を表し、午は火の五行で爆発をもたらすよ

うな激しさと感情的な揺らめきをあらわす年回りです。五行の関係では火の上に木が位置し、木が力強い

火により燃えさかることから生産的サイクルの年となりましょう。今年の強い火が肯定的な気分を後押

しするため人々に購買意欲をもたらし、経済活動や株価は春から夏にかけ活動的になるでしょう。 

火は空の五行ともみなされるため航空業界や宇宙探検にも強い活動がみられることでしょう。また、隕

石の落下もあるかもしれません。健康面では火は心臓と血液循環に関連しており心臓発作や循環器系の

病気、また、強い火により肺や呼吸器にダメージを受けやすいので注意が必要です。 

 女性が華やかさを増し、ファッション、映画、エンターテイメントが活況を呈する年ともなりますの

で、光葉同窓会もさらなる発展を期待したいところです。 

新しき年が皆様にとりまして、穏やかで幸せに満ちあふれた一年となりますように。 

皆様のご健康と益々のご活躍を心よりお祈り申し上げます。 

＜ ☯十二支別 2014 年 １～３月の運勢 ＞ 

 

 

子 本心は最良の方法を指し示すコンパス、自分の気持ちを大切にすることで開運します。 

丑 音楽を生活に取り入れると周囲にも幸せを呼び込む運気。楽しさは倍返しで返ってきます。 

寅 望みを叶える取り組みが水面下で起こっています。自分を信じることで実現が加速します。 

卯 周りから多くの援助があるでしょう。望みは手の届くところにあります。感謝が鍵です。 

辰 心配とは望まない結果をもたらす予言のようなもの。自然の流れに任せれば運気は上昇。 

巳 天はあなたの頑張りを知っています。抱え込んだものを手放せば、さらに開運します。 

午 金運に恵まれる兆し、今の状況に感謝し、豊かさに焦点をあてると想いが形となります。 

未 1 日に数回、自分の最高最善に美しい姿をイメージしましょう。驚く程効果が上がる時期。 

申 良い知らせが舞い込みます。実りを分かち合うことでさらに多くの幸せがやってきます。 

酉 多くの人から有形・無形の贈り物が届きます。感謝して受け取ると相手も幸せになれます。 

戌 毎日続けてきたこと、それはあなたに大きな自信を与えます。時には自分にご褒美を。 

亥 あなたの魅力を発揮できる機会が訪れようとしています。大丈夫。幸運を掴んでください。 


